

































期待学派 (Rational Expectationists) および新しい
古典派 (New Classical)，供給派経済学 (Supply-side 



























礎付け (Microeconomic foundations) を目指して，
理論的な再構築を試みる研究が輩出してきた。こ


































































































































































































96  ハイエク景気循環論と新自由主義的経済学の潮流 
されると考え，ケインジアンであれマネタリスト
であれミクロ的な基礎を説明しない限りは批判的


















































































大きな ｢政府の失敗｣ を犯す。｢市場の失敗｣ と 
｢政府の失敗｣ をともに適切に制御しながらどの
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のが，Phelps (1967) の最適失業率仮説や Friedman 
(1968) の自然失業率仮説であり，期待を組み込ん

















































































98  ハイエク景気循環論と新自由主義的経済学の潮流 
ハイエクのミクロ的均衡アプローチを踏まえている。 
Lucas (1972, 1973) は，企業は産出量 yt をそ

































またこの理論は Kydland=Prescott (1982)，Long= 
Plosser (1983) などにより，実物的不規則ショッ
クを動因として合理的期待を組み込んだ実物的景























0.6％と ｢黄金の60年代｣ の約 5 分の 1 に激減し，
高いインフレと失業に悩まされて，アメリカ経済
の相対的地位は大幅に低下した。Hayek (1960, 























































































る ｢政治の経済学｣ を体系化し，それにより ｢政
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